











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































純 心 人 文 研 究 第２３号 ２０１７
―２８３―
（２０１６年１０月２４日 受理）
２０１５『慨世の遠吠え―――強い国になりたい症候群』鹿砦社。
植村邦彦
２００１『マルクスを読む』青土社。
２０１６『ローザの子供たち、あるいは資本主義の不可能性―――世界システムの思想史』平凡社。
臼杵陽
２０１０『大川周明―――イスラームと天皇のはざまで』青土社。
ヴィクトリア、ブライアン・アンドレー
２０１５『＜新装版＞禅と戦争―――禅仏教と戦争協力』エイミー・ルイーズ・ツチモト訳、えにし書房。
若松英輔
２０１４『吉満義彦―――詩と天使の形而上学』岩波書店。
山本義隆
２０１１『福島の原発事故をめぐって―――いくつか学び考えたこと』みすず書房。
山折哲雄
１９９０『天皇の宗教的権威とは何か』河出書房新社。
米原謙
２０１５『国体論はなぜ生れたか―――明治国家の知の地形図』ミネルヴァ書房。
吉満義彦
１９８４／１９８５『吉満義彦全集』全５巻。
吉見俊哉
２００７『親米と反米―――戦後日本の政治的無意識』岩波書店。
吉見俊哉／モーリス・スズキ、テッサ
２０１０『天皇とアメリカ』筑摩書房。
吉本隆明
１９６８『吉本隆明全著作集７』勁草書房。
１９８０『世界認識の方法』中央公論社。
１９８２『「反核」異論』深夜叢書社。
１９９８『アフリカ的段階について―――史観の拡張』春秋社。
２０１１a 「インタビュー吉本隆明『反原発』異論」『撃論』３：３０‐３７。
２０１１b 『定本情況への発言』洋泉社。
２０１６『アジア的ということ』筑摩書房。
小林 勝・歴史哲学とインド、そしてフクシマ
―２８４―
